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【第１部】 管きょ更生工法の概要と特殊設計事例の紹介 

研修時間 ： １３：３０～１５：００ （質疑応答含む） 

講   師 ： 積水化学工業㈱  環境・ライフラインカンパニー 総合研究所 

               エンジニアリングセンター 管路更生グループ 北岡 豊 氏 

 

 

 

 

 

 

【休 憩】 １５：００～１５：１０ 
 

【第２部】 既存下水道管路施設の耐震対策 

研修時間 ： １５：１０～１５：４０ （質疑応答含む） 
講   師 ： 下水道既設管路耐震技術協会 九州・沖縄支部 長嶋 章太朗 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

【休 憩】 １５：４０～１５：５０ 
 

【第３部】 新設から維持管理まで支える下水道ソリューション 

研修時間 ： １５：５０～１６：５０ （質疑応答含む） 

講   師 ： 技術本部 副本部長 佐藤琢巳 氏、九州支社 営業部 福島未玖 氏 

 

 

 

 

１ 日 時   令和 ７年１０月２９日（水） 

２ 場 所   北九州市生涯学習総合センター ３１学習室 

           （北九州市小倉北区大門一丁目６番４３号） 

３ 受 付   １３：００より 

４ 研 修   ［ ３部構成 ］  第１部及び第２部 賛助会員㈱ヤマウチコーディネイト 

管きょ更生工法の施工実績は、12,000km を超え、管路施設の改築などを行う上で、必要不可欠

な技術となっています。今後も、日本全国で発生している大規模地震に対する耐震化や、経年に伴う

施設劣化が進んでいくことから、ますます需要が見込まれています。 

本講義では、管きょ更生工法の概要や新工法を含む日本 SPR 工法協会保有工法の説明をはじ

め、蓋掛水路や石積水路に対する更生管設計事例を紹介します。 

震災時のライフラインの確保は重要な課題です。下水道施設の耐震化もこの中の一つです。 

特に被害の集中する「マンホールと管接続部の耐震化」及び「マンホールの浮上抑制」の必要性は

高まっています。 

しかし、開削工事による既設管路の耐震化は、費用の増大以外に、施工期間の長期化により、地

域住民の生活及び交通に影響を与えます。 

本協会では、これらの諸問題を解決する「非開削による地震対策３工法」を取扱っています。 

全国的に下水道施設の老朽化が進み、更新費用や維持管理の負担が課題となっています。 

当社は、新設管に対し硫化水素の発生を抑制する「ビックリート製品」や硫酸に強い性能を備え、

環境にも配慮をした「e-CON」を提供し、長寿命化と環境負荷低減に貢献します。 

さらに既設管については、劣化状況を把握し寿命を予測できる診断システムを備えており、 

効率的な更新計画と安心した下水道運営をサポートいたします。 


